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汚
水
に
つ
い
て

●
市
域
全
体
の
汚
水
処
理
の
方
針
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
計
画
的
、効
率
的
に
実
施

し
、快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
と
海
や
河
川
等
の
水
質

保
全
を
目
的
と
し
た「
全
市
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
」

に
基
づ
き
、地
域
の
特
性
に
応
じ「
公
共
下
水
道
事

業
」、「
農
業
集
落
排
水
事
業
」、「
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
」の
３
つ
の
整
備
手
法
に
よ
り
各
事
業
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

●
３
事
業
の
整
備
手
法
の
考
え
方
に
つ
い
て

建
設
局
次
長 
〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

 

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

 

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

市
街
化
区
域
や
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
集
落

な
ど
家
屋
等
が
密
集
し
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、集

合
処
理
と
し
て
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
で
整

備
を
行
い
ま
す
。
市
街
化
調
整
区
域
で
集
合
処
理
に

適
さ
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、個
別
処
理
と
し
て
各
家

庭
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

●
３
事
業
の
整
備
目
標
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ
　
平
成
36
年
度
末
ま
で
に
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
を
、公
共
下
水
道
で
９
８
・
６
％
、農
業
集
落

排
水
で
０
・
７
％
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
０
・

７
％
と
し
、３
事
業
合
わ
せ
て
１
０
０
％
を
目

指
し
て
ま
す
。

●
26
年
度
末
の
３
事
業
の
普
及
率
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
営
業
課
〕

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

３
事
業
全
体
で
、汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

９
８
・
４
％
、そ
の
内
訳
は
公
共
下
水
道
９
７
・

２
％
、農
業
集
落
排
水
０
・
６
％
、合
併
処
理
浄

化
槽
０
・
６
％
で
す
。

●
農
業
集
落
排
水
の
普
及
率
が
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
少
な
い
理
由
、公
共
下
水
道
と
農
業

集
落
排
水
の
過
去
３
か
年
の
接
続
率
に

つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
営
業
課
〕

Ａ　

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
少
な
い
の
は
整
備
計
画
人

口
約
７
、３
０
０
人
に
対
し
、接
続
者
が
約
６
、

１
０
０
人
で
あ
る
た
め
。
公
共
下
水
道
の
接
続

率
が
整
備
区
域
内
人
口
に
対
す
る
接
続
人
口
の

割
合
で
、平
成
24
年
度
末
は
９
９
・
０
％
、25
年

度
末
は
９
９
・
１
％
、26
年
度
末
は
９
９
・
３
％

で
す
。
農
業
集
落
排
水
の
接
続
率
が
世
帯
数
に

対
す
る
接
続
世
帯
数
の
割
合
で
、平
成
24
年
度

末
は
８
２
・
５
％
、25
年
度
末
は
８
３
・
３
％
、26

年
度
末
は
８
４
・
２
％
で
す
。

●
接
続
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
未
接
続
世
帯
に
対
し
て
、毎
年

職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、接
続
率
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
戸
別
訪
問

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
更
な
る
接
続
推
進
の
強

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
の
過
去
３
か
年
の
収
納
率

に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

平
成
24
年
度
末
は
９
６
・
５
％
、25
年
度
末
は

９
６
・
４
％
、26
年
度
末
は
決
算
見
込
み
で
９

５
・
５
％
で
す
。

●
収
納
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
と
、農
業
集
落
排
水
事
業
で
コ
ン

ビ
ニ
納
付
が
出
来
な
い
理
由
と
、今
後

の
方
針
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

未
納
者
に
対
し
て
、督
促
や
催
告
さ
ら
に

は
訪
問
徴
収
を
実
施
し
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付

が
出
来
な
い
理
由
と
今
後
の
方
針
で
す
が
、現

在
の
収
納
状
況
は
既
に
口
座
振
替
が
１
、２
０

０
世
帯
あ
り
、コ
ン
ビ
ニ
納
付
へ
の
移
行
が
期

待
で
き
る
納
付
書
払
い
が
約
４
０
０
世
帯
と
少

な
い
状
況
で
す
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
コ
ン
ビ

ニ
収
納
機
能
を
追
加
す
る
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、導
入
は
難
し
い
と
考
え
て

ま
す
。

●
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
の
管
葉

を
更
新
す
る
場
合
の
確
認
方
法
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
再
整
備
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

管
渠
の
更
新
に
際
し
て
、目
視
及
び
カ
メ
ラ

調
査
を
実
施
し
劣
化
状
況
を
確
認
し
て
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
で
は
、現
在
の
と
こ
ろ
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
管
渠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、公
共

下
水
道
と
同
様
の
確
認
方
法
を
今
後
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

●
両
事
業
の
総
延
長
に
対
す
る
更
新
状
況
と

今
後
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
華
再
整
備
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

平
成
26
年
度
末
の
総
延
長
は
３
、６
７
５
㎞
、

そ
の
う
ち
更
新
し
た
延
長
は
85
㎞
と
な
っ
て
ま

す
。
今
後
は「
千
葉
市
下
水
道
事
業
中
長
期
経

営
計
画
」に
基
づ
き
、平
成
32
年
度
ま
で
に
１
４

２
㎞
の
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、カ
メ
ラ
調
査

で
健
全
度
が
高
い
と
判
断
し
た
も
の
は
、延
命

化
を
図
る
こ
と
で
効
率
的
な
更
新
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
の
管
渠
が
総
延

長
約
１
１
８
㎞
で
供
用
開
始
後
約
20
年
で
あ
る

た
め
、こ
れ
ま
で
更
新
し
た
管
渠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
耐
用
年
数
や
劣
化
状
況
な
ど
を
考
慮

し
適
切
な
時
期
に
計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま

す
。

●
過
去
３
年
の
管
渠
の
閉
塞
に
係
る
清
掃

作
業
回
数
と
直
営
・
委
託
の
内
訳
、委
託

に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
維
持
課
〕

Ａ　

公
共
下
水
道
で
は
、平
成
24
年
度
が
合
計

2
6
7
回
、
そ
の
う
ち
直
営
8
3
回
、
委
託

1
8
4
回
、25
年
度
が
合
計
2
1
0
回
、そ
の
う

ち
直
営
5
1
回
、委
託
1
5
9
回
、26
年
度
が
合

計
2
3
3
回
、
そ
の
う
ち
直
営
80
回
、
委
託

1
5
3
回
で
す
。
委
託
に
要
し
た
経
費
が
、平

成
24
年
度
が
約
５
千
５
百
万
円
、25
年
度
が
約

４
千
７
百
万
円
、26
年
度
は
決
算
見
込
み
で
す

が
約
５
千
７
百
万
円
で
す
。
農
業
集
落
排
水
で

の
管
渠
の
閉
塞
に
係
る
清
掃
事
例
は
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

●
管
渠
の
閉
塞
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
状

況
が
多
い
の
か
。
原
因
が
使
用
者
で
あ
っ

た
場
合
に
罰
則
等
の
規
定
は
あ
る
か
。

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
維
持
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
下
水
道
管
に
流
れ
込
ん
だ
油
が

管
内
で
固
ま
り
閉
塞
す
る
事
例
が
多
い
状
況
で

す
。
罰
則
規
定
は
下
水
道
法
第
45
条
に「
公
共

下
水
道
の
施
設
の
機
能
に
障
害
を
与
え
て
下
水

の
排
除
を
妨
害
し
た
者
は
、五
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」と
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

●
原
因
者
が
特
定
で
き
た
場
合
の
下
水
道

法
第
18
条
と
の
見
解
は
。

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
推
持
課
〕

Ａ　

下
水
道
法
第
18
条
の
規
定
に
よ
り
原
因
者
に

費
用
の
負
担
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

●
費
用
を
原
因
者
に
請
求
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。
作
業
代
を
原
因
者
に
支
払
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
維
持
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
原
因
者
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、費
用
を
請
求
し
た

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
代
を
原
因
者
が
支

払
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
閉
塞
さ
せ
な
い
よ
う
市
民
等
へ
の
周
知
に
つ
い

て
〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
営
業
課
〕

Ａ　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、閉
塞
の
原
因
と
な
る
油
や

野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
ほ
か
、

新
た
な
公
共
下
水
道
の
利
用
者
に
対
し
て
は
、冊
子
を

配
布
し
、下
水
道
の
正
し
い
使
い
方
の
周
知
を
図
っ
て

ま
す
。
市
内
の
小
学
校
４
年
生
に
、下
水
道
を
学
ぶ
冊

子
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、毎
年
夏
休
み
に
実
施
し
て

い
る
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
下
水
道
教
室
に

お
い
て
も
周
知
に
努
め
て
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
末
の
浄
化
槽
設
置
数
と
そ
の
内
訳

は
環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

平
成
26
年
度
末
の
浄
化
槽
設
置
基
数
は
1
5
、

4
8
7
基
、内
訳
は
合
併
処
理
浄
化
槽
が
３
、9
7
8

基
、単
独
処
理
浄
化
槽
が
1
1
、5
0
9
基
と
な
っ
て
ま

す
。

●
過
去
３
年
の
第
７
条
及
び
第
11
条
の
検
査
状
況

は
環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

７
条
検
査
は
、23
年
度
の
受
検
数
が
71
件
で
受
検
率

は
7
3
・
２
％
、
24
年
度
は
71
件
で
受
検
率
は
5
0
・

０
％
、
25
年
度
は
74
件
で
受
検
率
は
7
0
・
５
％
と

な
っ
て
ま
す
。
11
条
検
査
で
す
が
、23
年
度
の
受
校
数

が
8
7
4
件
で
受
検
率
は
４
・
４
％
、2
4
年
度
は

8
4
9
件
で
受
検
率
は
４
・
５
％
、25
年
度
は
9
4
1

件
で
受
検
率
は
５
・
０
％
と
な
っ
て
ま
す
。

●
未
検
査
に
対
す
る
罰
則
は
。

環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

法
定
検
査
の
未
受
検
者
に
対
す
る
罰
則
は
、浄
化
槽

法
第
66
条
の
２
に
規
定
さ
れ
て
ま
す
。
未
受
検
の
浄

化
槽
管
理
者
に
対
し
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
環

境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
に
は
、相
当
の
期
限
を
定
め
て
検
査
を
受
け
る
よ

う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
勧
告
を
受
け
た
浄

化
槽
管
理
者
が
正
当
な
理
由
な
く
勧
告
に
係
る
措
置

を
取
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、相
当
の
期
限
を
定
め
て
勧

告
に
係
る
措
置
を
取
る
よ
う
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
は
30
万
円
以
下
の
過
料

に
処
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
罰
則
を
適
用
し
た
例
は
あ
る
か
。
ま
た
、現
在

の
対
応
及
び
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
罰
則
を
適
用
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
受
検
者
へ
の
周
知
啓
発
と
し
て
、千
葉
県
浄
化
槽
検

査
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
新
規
設
置
者
に
対
し
て
法
定

検
査
受
検
の
案
内
文
書
を
配
布
し
啓
発
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
25
年
度
よ
り
法
定
検
査
の
受
検
漏
れ

を
防
止
す
る
た
め
、浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
ま
た
は
清

掃
業
者
が
窓
口
と
な
り
、保
守
点
検
と
清
掃
、法
定
検

査
の
手
続
き
代
行
を
ま
と
め
て
契
約
で
き
る「
一
括
契

約
」の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
未
受
検

者
に
対
す
る
法
定
検
査
の
受
検
指
導
と
し
て
25
年
度

は
１
、1
7
1
件
、26
年
度
は
１
、8
1
2
件
の
文
書
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、周
知
・
啓

発
に
努
め
、効
果
的
な
指
導
等
に
よ
り
受
検
率
の
向
上

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
組
織
改
正
に
よ
る
統
合
の
理
由
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

両
事
業
は
、生
活
排
水
な
ど
の
汚
水
を
処
理
し
て
い

る
と
い
う
点
で
、ほ
ぼ
同
様
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
窓
口
の
一
本
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
効
率
的
な
推
持
管
理
に
向
け
、組
織
統
合
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

●
解
決
す
べ
き
課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

公
共
下
水
道
事
業
は
企
業
会
計
、農
業
集
落
排
水
事

業
は
特
別
会
計
と
会
計
制
度
や
使
用
料
の
徴
収
方
法

の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
今
後
は
会
計
統

合
の
可
能
性
や
使
用
料
の
徴
収
方
法
の
一
元
化
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
所
感
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。様
々

な
観
点
か
ら
質
問
し
ま
し
た
が
、最
後
は
所

感
と
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、24
時
間
３
６
５
日
、１
日
も
休

む
こ
と
が
な
い
様
々
な
汚
水
管
渠
等
に
よ
っ

て
汚
水
を
排
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、多

く
は
人
工
公
物
で
あ
る
た
め
老
朽
化
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
日
突
然
、機
能
が
停
止

し
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
が

発
生
し
か
ね
な
い
こ
と
も
当
然
想
定
さ
れ
る

の
で
す
。

　

普
段
、目
に
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
こ
そ

適
切
な
維
持
管
理
と
改
築
更
新
が
最
も
重
要

な
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
次
の
質
問
に
移

り
ま
す
。

選
挙
事
務
に
つ
い
て

●
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
の
変
更
を
決
め
る
機
関

は
ど
こ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

公
職
選
挙
法
の
規
定
で
は
区
選
挙
管
理
委
員
会
と

な
り
ま
す
が
、閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
を
行
う
場
合
、

市
全
体
で
の
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、ま
ず

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討
し
、県
選
挙
管
理
委

員
会
と
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
今
回
及
び
前
回
の
市
議
選
の
午
後
６
時
現
在

の
投
票
率
は
い
く
つ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

期
日
前
投
票
者
及
び
不
在
者
投
票
者
数
を
除
い
た

数
字
と
な
り
ま
す
が
、午
後
６
時
現
在
の
市
全
体
の

投
票
率
は
2
8
・
5
8
％
、前
回
は
3
3
・
4
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
回
及
び
前
回
の
市
議
選
の
期
日
前
投
票
者

数
及
び
投
票
率
は
い
く
つ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

今
回
の
期
日
前
投
票
者
数
は
、６
３
、９
０
８
人
で

投
票
率
と
し
て
は
８
・
4
0
％
、前
回
は
４
４
、８
０

５
人
で
投
票
率
と
し
て
は
５
・
9
5
％
と
な
っ
て
ま

す
。
前
回
と
比
較
す
る
と
投
票
者
数
で
１
９
、１
０

３
人
、投
票
率
で
２
・
4
5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
今
回
の
全
従
事
者
の
２
時
間
分
の
人
件
費
は

い
く
ら
か
。

【
裏
面
へ
続
く
←
】

市議会レポート み ら い

平成27年度の役職
自
由
民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団
の

岩
井
雅
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。

去
る
４
月
12
日
、第
18
回
地
方
統
一
選
挙

で
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
て
花
見
川
区
か
ら

２
回
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

４
，５
０
６
票
と
い
う
有
権
者
の
あ
り
が

た
い
信
任
を
頂
き
、今
後
と
も
地
域
の
代
表

者
で
あ
る
議
員
と
し
て
、時
に
は
市
の
施
策

に
異
を
唱
え
、ま
た
、助
言
を
与
え
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
以
上
、責
任
を
持
っ
て

千
葉
市
の
発
展
や
地
域
の
諸
問
題
の
解
決

に
向
け
、一
生
懸
命
汗
を
か
い
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
10
回
、一
般
質
問
に
立
ち

48
項
目
の
行
政
問
題
を
質
問
し
て
き
ま
し

た
が
、ま
だ
ま
だ
市
役
所
の
業
務
を
完
全
に

は
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、こ
れ

ま
で
以
上
に
向
学
心
を
持
ち
行
政
に
つ
い

て
勉
強
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、11
回
目
の
質
問
を
市
民
目
線
の
立

場
で
２
問
質
問
い
た
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

２
時
間
分
の
人
件
費
は
、合
計
で
約
７
５
０
万
円
と

な
っ
て
ま
す
。

●
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
人
件
費
を
始
め
た
経
費

削
減
の
た
め
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
を
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は
、公
職
選
挙
法
に
お
い
て

特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合
に
限
る
と
さ
れ
て
お
り
、こ

の
特
別
な
事
情
と
は
山
間
部
な
ど
で
投
票
箱
が
開
票

開
始
時
刻
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、本
市
に
お
い
て
は
特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合

に
相
当
す
る
と
は
言
い
難
く
、投
票
率
が
低
い
こ
と
か

ら
も
、繰
り
上
げ
投
票
を
実
施
す
る
状
況
に
は
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
た
場
合
、千

葉
市
で
は
ど
の
く
ら
い
の
若
者
が
選
挙
権
を
有

す
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

本
年
６
月
の
定
時
登
録
時
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、千

葉
市
合
計
で
1
7
、２
８
９
人
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

●
高
校
生
に
対
し
て
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
の
手
法
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

報
道
等
に
よ
れ
ば
文
部
科
学
省
が
夏
ご
ろ
に
高
校

生
向
け
の
副
読
本
を
作
成
す
る
予
定
で
す
の
で
、こ
れ

を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、出
前

授
業
の
実
施
や
、政
治
・
選
挙
意
識
の
醸
成
を
図
る
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
所
感
と
要
望
】　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

様
々
な
観
点
か
ら
質
問
を
し
ま
し
た
が
、最
後

は
所
感
と
要
望
と
い
た
し
ま
す
。

　

投
票
日
に
都
合
が
悪
い
方
の
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
期
日
前
投
票
制
度
を
各
団
体
と

も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
本

市
で
も
、稲
毛
区
で
は
従
来
の
市
の
施
設
か
ら

駅
前
の
大
型
商
業
施
設
へ
変
更
し
た
こ
と
で

投
票
に
見
え
た
方
が
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、全
国
平
均
で
平
成
23
年
の

執
行
時
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
増
え
、今
回
は
30
％

近
い
都
道
府
県
が
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
を

実
施
し
て
い
る
状
況
か
ら
、本
市
で
も
県
選
管

を
中
心
に
県
内
各
団
体
で
活
発
な
議
論
を
進

め
て
い
か
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
す
が
、何
よ
り
も
大

事
な
こ
と
は
学
校
現
場
に
お
け
る「
政
治
的
中

立
性
」で
す
。
生
徒
は
政
治
や
選
挙
の
仕
組
み

に
つ
い
て
公
民
の
授
業
で
学
ん
で
い
る
が
、今

後
は
教
員
の
一
言
一
言
の
発
言
が
ど
の
程
度

影
響
す
る
の
か
、は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、選
挙
の
意
義
や
制
度
の

詳
細
な
解
説
な
ど
書
い
た
副
読
本
を
配
布
す

る
予
定
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
、教
員
の
指

導
や
生
徒
の
関
心
度
な
ど
の
動
向
を
し
っ
か

り
注
視
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
て

私
の
一
般
質
問
を
終
わ
り
に
し
ま
す
。

　

長
い
間
の
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
成
27
年 

第
２
回
定
例
会
報
告

平
成
27
年 

第
２
回
定
例
会
報
告

平
成
27
年 

第
２
回
定
例
会（
6
月
19
日
）に
於
い
て
、一
般
質
問
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。こ
の
一
般
質
問
を
通
じ
、問
題
点
の
指
摘
を
含
め

質
問
そ
し
て
要
望
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
、主
な
内
容
や
市
の
答
弁
と

共
に
、Q
&
A
に
し
て
、ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
議　
　

会
】

・
教
育
未
来
委
員
会
委
員
長

・
議
会
運
営
委
員
会
理
事

・
社
会
福
祉
審
議
会
委
員

【
地
域
活
動
】

・
千
葉
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会 

会
長

・
千
葉
市
相
撲
連
盟 

顧
問

・
千
葉
市
花
見
川
区
サ
ッ
カ
ー
協
会 

会
長

・
千
葉
ネ
オ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

理
事

・
花
見
川
区
倫
理
法
人
会
員

・
花
見
川
区
少
年
軟
式
野
球
連
盟 

顧
問

・
自
衛
官
募
集
相
談
員



（2）

汚
水
に
つ
い
て

●
市
域
全
体
の
汚
水
処
理
の
方
針
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
計
画
的
、効
率
的
に
実
施

し
、快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
と
海
や
河
川
等
の
水
質

保
全
を
目
的
と
し
た「
全
市
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
」

に
基
づ
き
、地
域
の
特
性
に
応
じ「
公
共
下
水
道
事

業
」、「
農
業
集
落
排
水
事
業
」、「
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
」の
３
つ
の
整
備
手
法
に
よ
り
各
事
業
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

●
３
事
業
の
整
備
手
法
の
考
え
方
に
つ
い
て

建
設
局
次
長 
〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

 

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

 

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

市
街
化
区
域
や
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
集
落

な
ど
家
屋
等
が
密
集
し
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、集

合
処
理
と
し
て
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
で
整

備
を
行
い
ま
す
。
市
街
化
調
整
区
域
で
集
合
処
理
に

適
さ
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、個
別
処
理
と
し
て
各
家

庭
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

●
３
事
業
の
整
備
目
標
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ
　
平
成
36
年
度
末
ま
で
に
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
を
、公
共
下
水
道
で
９
８
・
６
％
、農
業
集
落

排
水
で
０
・
７
％
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
０
・

７
％
と
し
、３
事
業
合
わ
せ
て
１
０
０
％
を
目

指
し
て
ま
す
。

●
26
年
度
末
の
３
事
業
の
普
及
率
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
営
業
課
〕

〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

３
事
業
全
体
で
、汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

９
８
・
４
％
、そ
の
内
訳
は
公
共
下
水
道
９
７
・

２
％
、農
業
集
落
排
水
０
・
６
％
、合
併
処
理
浄

化
槽
０
・
６
％
で
す
。

●
農
業
集
落
排
水
の
普
及
率
が
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
少
な
い
理
由
、公
共
下
水
道
と
農
業

集
落
排
水
の
過
去
３
か
年
の
接
続
率
に

つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
営
業
課
〕

Ａ　

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
少
な
い
の
は
整
備
計
画
人

口
約
７
、３
０
０
人
に
対
し
、接
続
者
が
約
６
、

１
０
０
人
で
あ
る
た
め
。
公
共
下
水
道
の
接
続

率
が
整
備
区
域
内
人
口
に
対
す
る
接
続
人
口
の

割
合
で
、平
成
24
年
度
末
は
９
９
・
０
％
、25
年

度
末
は
９
９
・
１
％
、26
年
度
末
は
９
９
・
３
％

で
す
。
農
業
集
落
排
水
の
接
続
率
が
世
帯
数
に

対
す
る
接
続
世
帯
数
の
割
合
で
、平
成
24
年
度

末
は
８
２
・
５
％
、25
年
度
末
は
８
３
・
３
％
、26

年
度
末
は
８
４
・
２
％
で
す
。

●
接
続
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
未
接
続
世
帯
に
対
し
て
、毎
年

職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、接
続
率
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
戸
別
訪
問

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
更
な
る
接
続
推
進
の
強

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
の
過
去
３
か
年
の
収
納
率

に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

平
成
24
年
度
末
は
９
６
・
５
％
、25
年
度
末
は

９
６
・
４
％
、26
年
度
末
は
決
算
見
込
み
で
９

５
・
５
％
で
す
。

●
収
納
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
と
、農
業
集
落
排
水
事
業
で
コ
ン

ビ
ニ
納
付
が
出
来
な
い
理
由
と
、今
後

の
方
針
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

未
納
者
に
対
し
て
、督
促
や
催
告
さ
ら
に

は
訪
問
徴
収
を
実
施
し
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付

が
出
来
な
い
理
由
と
今
後
の
方
針
で
す
が
、現

在
の
収
納
状
況
は
既
に
口
座
振
替
が
１
、２
０

０
世
帯
あ
り
、コ
ン
ビ
ニ
納
付
へ
の
移
行
が
期

待
で
き
る
納
付
書
払
い
が
約
４
０
０
世
帯
と
少

な
い
状
況
で
す
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
コ
ン
ビ

ニ
収
納
機
能
を
追
加
す
る
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、導
入
は
難
し
い
と
考
え
て

ま
す
。

●
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
の
管
葉

を
更
新
す
る
場
合
の
確
認
方
法
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
再
整
備
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

管
渠
の
更
新
に
際
し
て
、目
視
及
び
カ
メ
ラ

調
査
を
実
施
し
劣
化
状
況
を
確
認
し
て
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
で
は
、現
在
の
と
こ
ろ
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
管
渠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、公
共

下
水
道
と
同
様
の
確
認
方
法
を
今
後
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

●
両
事
業
の
総
延
長
に
対
す
る
更
新
状
況
と

今
後
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
計
画
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
華
再
整
備
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

平
成
26
年
度
末
の
総
延
長
は
３
、６
７
５
㎞
、

そ
の
う
ち
更
新
し
た
延
長
は
85
㎞
と
な
っ
て
ま

す
。
今
後
は「
千
葉
市
下
水
道
事
業
中
長
期
経

営
計
画
」に
基
づ
き
、平
成
32
年
度
ま
で
に
１
４

２
㎞
の
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、カ
メ
ラ
調
査

で
健
全
度
が
高
い
と
判
断
し
た
も
の
は
、延
命

化
を
図
る
こ
と
で
効
率
的
な
更
新
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
の
管
渠
が
総
延

長
約
１
１
８
㎞
で
供
用
開
始
後
約
20
年
で
あ
る

た
め
、こ
れ
ま
で
更
新
し
た
管
渠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
耐
用
年
数
や
劣
化
状
況
な
ど
を
考
慮

し
適
切
な
時
期
に
計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま

す
。

●
過
去
３
年
の
管
渠
の
閉
塞
に
係
る
清
掃

作
業
回
数
と
直
営
・
委
託
の
内
訳
、委
託

に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
維
持
課
〕

Ａ　

公
共
下
水
道
で
は
、平
成
24
年
度
が
合
計

2
6
7
回
、
そ
の
う
ち
直
営
8
3
回
、
委
託

1
8
4
回
、25
年
度
が
合
計
2
1
0
回
、そ
の
う

ち
直
営
5
1
回
、委
託
1
5
9
回
、26
年
度
が
合

計
2
3
3
回
、
そ
の
う
ち
直
営
80
回
、
委
託

1
5
3
回
で
す
。
委
託
に
要
し
た
経
費
が
、平

成
24
年
度
が
約
５
千
５
百
万
円
、25
年
度
が
約

４
千
７
百
万
円
、26
年
度
は
決
算
見
込
み
で
す

が
約
５
千
７
百
万
円
で
す
。
農
業
集
落
排
水
で

の
管
渠
の
閉
塞
に
係
る
清
掃
事
例
は
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

●
管
渠
の
閉
塞
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
状

況
が
多
い
の
か
。
原
因
が
使
用
者
で
あ
っ

た
場
合
に
罰
則
等
の
規
定
は
あ
る
か
。

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
維
持
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
下
水
道
管
に
流
れ
込
ん
だ
油
が

管
内
で
固
ま
り
閉
塞
す
る
事
例
が
多
い
状
況
で

す
。
罰
則
規
定
は
下
水
道
法
第
45
条
に「
公
共

下
水
道
の
施
設
の
機
能
に
障
害
を
与
え
て
下
水

の
排
除
を
妨
害
し
た
者
は
、五
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」と
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

●
原
因
者
が
特
定
で
き
た
場
合
の
下
水
道

法
第
18
条
と
の
見
解
は
。

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
推
持
課
〕

Ａ　

下
水
道
法
第
18
条
の
規
定
に
よ
り
原
因
者
に

費
用
の
負
担
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

●
費
用
を
原
因
者
に
請
求
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。
作
業
代
を
原
因
者
に
支
払
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
維
持
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
原
因
者
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、費
用
を
請
求
し
た

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
代
を
原
因
者
が
支

払
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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●
閉
塞
さ
せ
な
い
よ
う
市
民
等
へ
の
周
知
に
つ
い

て
〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
営
業
課
〕

Ａ　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、閉
塞
の
原
因
と
な
る
油
や

野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
ほ
か
、

新
た
な
公
共
下
水
道
の
利
用
者
に
対
し
て
は
、冊
子
を

配
布
し
、下
水
道
の
正
し
い
使
い
方
の
周
知
を
図
っ
て

ま
す
。
市
内
の
小
学
校
４
年
生
に
、下
水
道
を
学
ぶ
冊

子
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、毎
年
夏
休
み
に
実
施
し
て

い
る
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
下
水
道
教
室
に

お
い
て
も
周
知
に
努
め
て
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
末
の
浄
化
槽
設
置
数
と
そ
の
内
訳

は
環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

平
成
26
年
度
末
の
浄
化
槽
設
置
基
数
は
1
5
、

4
8
7
基
、内
訳
は
合
併
処
理
浄
化
槽
が
３
、9
7
8

基
、単
独
処
理
浄
化
槽
が
1
1
、5
0
9
基
と
な
っ
て
ま

す
。

●
過
去
３
年
の
第
７
条
及
び
第
11
条
の
検
査
状
況

は
環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

７
条
検
査
は
、23
年
度
の
受
検
数
が
71
件
で
受
検
率

は
7
3
・
２
％
、
24
年
度
は
71
件
で
受
検
率
は
5
0
・

０
％
、
25
年
度
は
74
件
で
受
検
率
は
7
0
・
５
％
と

な
っ
て
ま
す
。
11
条
検
査
で
す
が
、23
年
度
の
受
校
数

が
8
7
4
件
で
受
検
率
は
４
・
４
％
、2
4
年
度
は

8
4
9
件
で
受
検
率
は
４
・
５
％
、25
年
度
は
9
4
1

件
で
受
検
率
は
５
・
０
％
と
な
っ
て
ま
す
。

●
未
検
査
に
対
す
る
罰
則
は
。

環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

法
定
検
査
の
未
受
検
者
に
対
す
る
罰
則
は
、浄
化
槽

法
第
66
条
の
２
に
規
定
さ
れ
て
ま
す
。
未
受
検
の
浄

化
槽
管
理
者
に
対
し
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
環

境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
に
は
、相
当
の
期
限
を
定
め
て
検
査
を
受
け
る
よ

う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
勧
告
を
受
け
た
浄

化
槽
管
理
者
が
正
当
な
理
由
な
く
勧
告
に
係
る
措
置

を
取
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、相
当
の
期
限
を
定
め
て
勧

告
に
係
る
措
置
を
取
る
よ
う
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
は
30
万
円
以
下
の
過
料

に
処
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
罰
則
を
適
用
し
た
例
は
あ
る
か
。
ま
た
、現
在

の
対
応
及
び
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

環
境
局
長
〔
環
境
局
資
源
循
環
部
収
集
業
務
課
〕

Ａ　

こ
れ
ま
で
罰
則
を
適
用
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
受
検
者
へ
の
周
知
啓
発
と
し
て
、千
葉
県
浄
化
槽
検

査
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
新
規
設
置
者
に
対
し
て
法
定

検
査
受
検
の
案
内
文
書
を
配
布
し
啓
発
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
25
年
度
よ
り
法
定
検
査
の
受
検
漏
れ

を
防
止
す
る
た
め
、浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
ま
た
は
清

掃
業
者
が
窓
口
と
な
り
、保
守
点
検
と
清
掃
、法
定
検

査
の
手
続
き
代
行
を
ま
と
め
て
契
約
で
き
る「
一
括
契

約
」の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
未
受
検

者
に
対
す
る
法
定
検
査
の
受
検
指
導
と
し
て
25
年
度

は
１
、1
7
1
件
、26
年
度
は
１
、8
1
2
件
の
文
書
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、周
知
・
啓

発
に
努
め
、効
果
的
な
指
導
等
に
よ
り
受
検
率
の
向
上

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
組
織
改
正
に
よ
る
統
合
の
理
由
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

両
事
業
は
、生
活
排
水
な
ど
の
汚
水
を
処
理
し
て
い

る
と
い
う
点
で
、ほ
ぼ
同
様
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
窓
口
の
一
本
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
効
率
的
な
推
持
管
理
に
向
け
、組
織
統
合
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

●
解
決
す
べ
き
課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

〔
建
設
局
下
水
道
管
理
部
下
水
道
経
営
課
〕

Ａ　

公
共
下
水
道
事
業
は
企
業
会
計
、農
業
集
落
排
水
事

業
は
特
別
会
計
と
会
計
制
度
や
使
用
料
の
徴
収
方
法

の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
今
後
は
会
計
統

合
の
可
能
性
や
使
用
料
の
徴
収
方
法
の
一
元
化
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
所
感
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。様
々

な
観
点
か
ら
質
問
し
ま
し
た
が
、最
後
は
所

感
と
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、24
時
間
３
６
５
日
、１
日
も
休

む
こ
と
が
な
い
様
々
な
汚
水
管
渠
等
に
よ
っ

て
汚
水
を
排
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、多

く
は
人
工
公
物
で
あ
る
た
め
老
朽
化
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
日
突
然
、機
能
が
停
止

し
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
が

発
生
し
か
ね
な
い
こ
と
も
当
然
想
定
さ
れ
る

の
で
す
。

　

普
段
、目
に
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
こ
そ

適
切
な
維
持
管
理
と
改
築
更
新
が
最
も
重
要

な
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
次
の
質
問
に
移

り
ま
す
。

選
挙
事
務
に
つ
い
て

●
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
の
変
更
を
決
め
る
機
関

は
ど
こ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

公
職
選
挙
法
の
規
定
で
は
区
選
挙
管
理
委
員
会
と

な
り
ま
す
が
、閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
を
行
う
場
合
、

市
全
体
で
の
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、ま
ず

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討
し
、県
選
挙
管
理
委

員
会
と
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
今
回
及
び
前
回
の
市
議
選
の
午
後
６
時
現
在

の
投
票
率
は
い
く
つ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

期
日
前
投
票
者
及
び
不
在
者
投
票
者
数
を
除
い
た

数
字
と
な
り
ま
す
が
、午
後
６
時
現
在
の
市
全
体
の

投
票
率
は
2
8
・
5
8
％
、前
回
は
3
3
・
4
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
回
及
び
前
回
の
市
議
選
の
期
日
前
投
票
者

数
及
び
投
票
率
は
い
く
つ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

今
回
の
期
日
前
投
票
者
数
は
、６
３
、９
０
８
人
で

投
票
率
と
し
て
は
８
・
4
0
％
、前
回
は
４
４
、８
０

５
人
で
投
票
率
と
し
て
は
５
・
9
5
％
と
な
っ
て
ま

す
。
前
回
と
比
較
す
る
と
投
票
者
数
で
１
９
、１
０

３
人
、投
票
率
で
２
・
4
5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
今
回
の
全
従
事
者
の
２
時
間
分
の
人
件
費
は

い
く
ら
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

２
時
間
分
の
人
件
費
は
、合
計
で
約
７
５
０
万
円
と

な
っ
て
ま
す
。

●
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
人
件
費
を
始
め
た
経
費

削
減
の
た
め
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
を
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は
、公
職
選
挙
法
に
お
い
て

特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合
に
限
る
と
さ
れ
て
お
り
、こ

の
特
別
な
事
情
と
は
山
間
部
な
ど
で
投
票
箱
が
開
票

開
始
時
刻
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、本
市
に
お
い
て
は
特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合

に
相
当
す
る
と
は
言
い
難
く
、投
票
率
が
低
い
こ
と
か

ら
も
、繰
り
上
げ
投
票
を
実
施
す
る
状
況
に
は
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
た
場
合
、千

葉
市
で
は
ど
の
く
ら
い
の
若
者
が
選
挙
権
を
有

す
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

本
年
６
月
の
定
時
登
録
時
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、千

葉
市
合
計
で
1
7
、２
８
９
人
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

●
高
校
生
に
対
し
て
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
の
手
法
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
〔
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〕

Ａ　

報
道
等
に
よ
れ
ば
文
部
科
学
省
が
夏
ご
ろ
に
高
校

生
向
け
の
副
読
本
を
作
成
す
る
予
定
で
す
の
で
、こ
れ

を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、出
前

授
業
の
実
施
や
、政
治
・
選
挙
意
識
の
醸
成
を
図
る
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
所
感
と
要
望
】　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

様
々
な
観
点
か
ら
質
問
を
し
ま
し
た
が
、最
後

は
所
感
と
要
望
と
い
た
し
ま
す
。

　

投
票
日
に
都
合
が
悪
い
方
の
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
期
日
前
投
票
制
度
を
各
団
体
と

も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
本

市
で
も
、稲
毛
区
で
は
従
来
の
市
の
施
設
か
ら

駅
前
の
大
型
商
業
施
設
へ
変
更
し
た
こ
と
で

投
票
に
見
え
た
方
が
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、全
国
平
均
で
平
成
23
年
の

執
行
時
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
増
え
、今
回
は
30
％

近
い
都
道
府
県
が
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
を

実
施
し
て
い
る
状
況
か
ら
、本
市
で
も
県
選
管

を
中
心
に
県
内
各
団
体
で
活
発
な
議
論
を
進

め
て
い
か
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
す
が
、何
よ
り
も
大

事
な
こ
と
は
学
校
現
場
に
お
け
る「
政
治
的
中

立
性
」で
す
。
生
徒
は
政
治
や
選
挙
の
仕
組
み

に
つ
い
て
公
民
の
授
業
で
学
ん
で
い
る
が
、今

後
は
教
員
の
一
言
一
言
の
発
言
が
ど
の
程
度

影
響
す
る
の
か
、は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、選
挙
の
意
義
や
制
度
の

詳
細
な
解
説
な
ど
書
い
た
副
読
本
を
配
布
す

る
予
定
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
、教
員
の
指

導
や
生
徒
の
関
心
度
な
ど
の
動
向
を
し
っ
か

り
注
視
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
て

私
の
一
般
質
問
を
終
わ
り
に
し
ま
す
。

　

長
い
間
の
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

模擬選挙の様子


